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生活環境にみ る真菌アレル ゲンとその 測定
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は じめ に

ア レル ゲ． として蟆 菌は、生1  竟の あらゆる蜥 に s＞t・i’胤 て い る・ 例えば汰 気やハ ウス タ
’
ス トなと

’

に 分仙 漠 菌に適環勵 源尋られ る と糧 ・・魁 か ら汚染 へ と進耐 る・特に生沽纈 1こ多い 真齔 して カ ビで

ある 伽 騨 副 樋 伽 脚 壤 瑠伽 伽 蜘 伽 ・顧 膕 ・舫 や劇 で あ る lth°d°t°iitl ’など

を挙げ る こ とがで きる 。 こ れら貞齣 とt・態 を蹴 し汰 気での 動態 とそ ・・測鰍 術に つ い て 述べ
ー
（み たい・

1 生沽環境にみ る空中浮遊真菌の 生態分布

室内にみ る空帷 麒 菌は、主1・ア ・ル ゲ ・ としての錨 から黼 白胱 されて きた・本邦 に限らず占雛 の噬

をみ て も顛 分布．皺 の 糸課 はほ1ま似 た傾随 示 して い る・すな わ ち 腰 蝋 の 多くは 伽 伽 嬋 畑 で あ り・

次い で 伽 轍 画 伽 。艫 ノ h曲 ・ 臆 ど が 占め る ・ 伽 鋼 ・… は・浮顳 齔 して 劉 こP艮らず・野

外で も鰍 的多く、こ の顛 の 鋼 ・や検蹶 度に よ っ て・髞 畊 ￥度を把駮 きる指標菌で もある ・

2．真菌の発生源

真菌の 多くは本来上壌生鴕 襁 く、上壌を介 して植物に付着 す る・瀕 で頗 圜 ま・1 グラ ム あた り 1（M

〜1（V で あ り、量的に も著 し く多 い 。土壌が乾燥 するこ とによ り、微粒 F状とな っ て 大気中に飛散す る。そ

の なか で Clados）oorium の 占め 砒 ・勧 ・高い 。 また、水中で の 茄 も知られて お り・河 川 や湖沼などカも

大気中に飛散す る顛 もある．しかし水生菌は、 般 に陛 で蹠 い ためタ匕糺 やす い・ 室内で の輛 に

は野外から侵 入する場含と、室内に長期にわたり生息する場合があり、前者に は、C7udasparittm，　Ai．sarium ．

Aztenコatv ｝・i，　Atutvhasicb
’
t　tll、　g ．後z に は 帥 卿 矚 掘 廊漁 ’η・淞 躪 ’… 黝 斗矢防 れて い る・

3 ．ア レル ゲン として の 真菌とその測定

　生活環境中にあ。 て 大気 中に グ｝布するア レル ゲ ン として、ダ ニ ・イ ヌ諦 ・ ・ハ ウ ス ダ
’
ス ト以外 1こ覲

される 生物として真菌がある 。 真菌の 大きさは、
…般に 3 〜 10 ミク ロ ン が多く、大 き い場 合は 100 ミク

。 ン を超える． ま腰 菌は大気中で は胞子で罐 して 耡 、齢 で 浮遊 する こ とは少なし’拷 え られて い

る 。 こ う した細胞形態で 大気中に分布する こ とから、その 測定に は 今目まで数多くの 手法が工 夫されて き

た。そ の計測手法として落下法や吸引法があ り、特に後都 関 して 糎 類の サ ン プ ラーに よる顛 潰1淀 が

試み られて きた．多くは真鱗 と菌種に鯨 醒 iて ら れ、さ らに 生糊 包を対象として緬 饌 施されて き

た． と。 うが、顛 ア レ ルゲ・ と して 噸 点からみ ると D 糲 齷 2頂 菌飾 3擁 時的推移に加

えて 、4順 菌髄 の 縫 肺 5 性 細鰍 び死繝 包の 動鰡 齷 を齪 する ことが鞍 とな るが・4）と

　5）に つ い て はほとんど調
．
査研究されて い ない の が現状である 。

　　そ こ で、はじめに生活環境大気中に a・る真齢 胞の粒径 肺 測定手法につ い て検討し・ さらに 真菌の 生

細胞 と礫 胞購 聢 に よるiRil定・琺 曜 立を目的と して 実施し臓 績に つ い て まとめ・こ の 測定
’
／：ifsが

　今後o）枝術展開に どの ように評価されるか述ぺ てみたい 。

　1）パ ーソ ナル ・カス ケ
ード・インパ ク ト （PCD サ ンプラーによる室内大気中の 真菌測定法

　　生活環境中で ア レル ゲ ン に最も暴露される環境は大気で あ る。すなわ ち、大気 中に分 布する輿菌は呼吸

器剰 、吸引されるこ とに よりア レ丿レゲン として滞 を示す・ロ蚓 さオtる駘 ア レ ル ゲ ン の 粒径樋 要な

因
．，r一になる拷 え られる ． と・ ろ力・汰 気中に飾 す碩 菌 ア レ ル ／プ・の粒径に つ い てほソ ・ ど計測され

た親 がな く、駆 学的注 物瞥 」に提 蠏 明す る必要がある ・ 真菌の ア レ・レゲ ン性に 関す る石1院 は・
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まだ糊 期であ り・今後 の 石踟 ・鵬 すると・ ろが 大 き・ ． その 融 真菌・ 関 して さ まざまな分野か ら
ア レル ゲ ンとの「s° りを嬲 ・て ・ 〈艘 が ある ・ その 研究の 環 として以

．
隔 腕 、よる大気中。 の 粒

径分布並 ぴ 頃 齷 を把幽
一
る・ とに よ り・少 ・で もア ・ル ゲ ンとして の 丿京因究明・結び ， 〈。 とを鵬

して い る・そ こ で ・ 従来か らの サ・ ・TLラーに よる齪 ではな く、粒筋 ・1で齪 する 。 とを囎 した．

　　
朧 開発され て い る ｝

’CJ サ・ プ ・一 （E’M ・ ，・M − ，・M ・・の ・・嬾 ・ イ ル タ
ー

）餬 ． 。勁 蝓 中
の 真菌測定 樋 年にわたり調査 した・ 通趨 ・畍 、齪 時間は 1 − ・日lem実施 し、翻 級で頗 菌数を
髑 去で測定 した ・ その 臟 の 纏 を得・ため齲 法によ 順 菌髄 の 大きさお よび纖 の醗 を行 。 、

　PCI サ ン プ ラー
に よる各分級 で の 真菌細胞の 評価を行 っ た 。

　　
大気中にみ る 3　5｝級 噛 ・・M1（1’L ・層 ・ PM − 、・層 ・ ・M ・・）で幀 齢 胞 の 騰 と形状を齟

した・鬮 数では・L）層 PMI （… でXS 多くimmsa ・つ 1 ・で 1層 PM 、、であ 。 た Q 、噌 ，M 、，で賭 しく
真菌数は少なか ・ た ・ また蝋 な真菌数の 傾向をみ ・と掴 ・多 く劬 、冬期贓 噸 向を認め た 。

　　
P ¢ け ン プラー略 分級に み ・・芝鎮 菌をみ る と 1・μ m 以．llと Z5 ．1・” m で は 、・zi，ti（is’parittn、，

伽 祕 酬 こ加え・醐 ・蜘 ・伽 ・移 く… 方 ・，5・ m 以 ド
ー
轍 頻 い が P 。nilyYlium を認めた．

サ ン プ ラ略 嫐 からの騰 嬾 を鬪 す るため 略 赧 で破 菌黼 の粒径を瀚 、よる直接法で 確
認 した とこ ろ洛 嫐 碵 菌制勵 欟 で きた ・ すなわち 1、・層碵 菌細胞を確認する。 とができ、繭
糸跏 大きさと各雛 との 贓 を行 ・ たと・ ろ・1層 ・ … S一

で 嚇 黜 ・・、 。 轍 、撒 く欟 で き、
飜 の 大きさ 4・8’72・ ・ 域・ あ る上匕較鰍 型の 菌糸または胞細 聽 忍めた．2 層 。 ，，、タ

ー
で は 、，，．7，5

μ 醐 跪 が多 く鰈 された ・ さらに 3層では汰 きさ ・．… 以下・・細胞罐 認で きた。こ。、結果か ら、
各層で の粒径は理言襯 ・ほぼ．一

致するもの であ り・ PC」 サ ・プ ・一｝・ よる真菌調 法へ の 応刷 ま吩 鞴
で きるもの と判断された。

　2）真菌の生死細胞評価の解析

　
生活嬾 に は数多くの ア レ・レゲ ・ が肺 して い る・ 繭 もその

一一D で あるが、蘇 順 菌とア レ ル ゲ ン

の 考え方は ・培養に よ る結黔 繭 ・で た生菌数によ翻 曲で あ・ た 。 しか し、ア レ ル ゲ ．の 多くは舶
であ り・こ れ駐 菌に限 らず噛 で もア レル ゲ ンで ある ・ と贓 定 で きない ． 生沽して い る場に鰭 し、、

数の勤 が存在して お り・その 多くはむ しろ生細胞でな ・騰 で 自然界に存在して ・ る ． 購 蜩 様で、
その 生物物 雛 から・生活囎 の 大気中やハ ウ・ ダス トな どで も照 胞 として腔 し

一
（い る。欄 胞 に

限らず死髄 を鰡 す る こ ともア レル ゲ ン繃 の ．
助 になるもの と考えられ以下の 研究を行， た 。

大気中に 多順 菌を対象と して ・齲 ・・生mo と欄 胞に対 し蛍絶 素 il、＿ ・。・・、、x，tate （，D 。 ）およ
び pr〔｝pidium　i〔x 」ide（PI＞σ）二重染色法に よる細胞の 活性 ・不活性 （生死）の解析を行っ た。
蜘 胞では FDA と黼 内 ・ 嘸 ・・反応から 521in・ 孀 髄 鰡 できる ． すなわち瀕 跏 は代謝C、　

ck

る醸 瀧 を繍 しており・基質と生fue素と備 黝 轍 版 応によ り緑饒 光 し明らか毓 胞の 瀧
を調 で きた・

一
方・ 燗 胞ではtSSCPt’jに DNA と反応する PIに よ り赤色発光を認めた． また、多細駢

胞子で は FDA 、　PIの 双方に発色する細胞も存在 し、複雑な活性 を示 した。
すなわ ち環 境に多碵 菌曜 嬲 生・

縮 性を＝9 蛍躱 色法によ り撕 した とこ ろ、生繝 包では mA
が良好皈 応 し・また慰 朧 では細胞の

一
部 お よび 全体に PIによる発光を認め、明らかに生死kEM2を判男ll

で きた・またゾ 纐 菌に み られる多繃 包髄 ．rでは ・・）A 、　PIの 双方 に馳 す る尉麗 も麟 された 。

生活環駢 にみ 碩 菌ア レル V ン 鯛 定法躙 して、pel サ ン プ ラーC・よ る耀 飾 お よ儻 光1去に

よ る生死細胞測定鹸 訛 たと・ ろ・L・
’4・
L’
れ 頓 菌ア レル ゲ ・諭 法 と しで ［分 瀧 され k か つ 鵬 で き

るもの と判断 された 。
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